第十二課　他動詞と自動詞のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),対)

スタートテスト

問題I　（　）に適当な言葉を入れなさい。

	他動詞
	自動詞

	私は電気を（つけました）。（点ける）
	電気がつきました。（点く）

	私はタクシーを（とめました）。止める
	タクシーが止まりました。止まる

	私はドアを開けました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),開)ける
	ドアが（開きました）。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),開)く

	私は火をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),消)しました。消す
	火が（消えました）。消える

	私はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいどう),水道)の水を出（しました）。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),出)す
	水道の水が出（ました）。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(で),出)る


問題ＩＩ　｛　｝の中の他動詞と自動詞を適当な形にして、＿＿の上に書きなさい。

１．｛乗せる(他)　乗る(自)｝

私は子どもを先にタクシーに乗せて、それから自分が乗ります。そのほうが安全です。

２．｛始める(他)　始まる(自)｝

授業はもう始まりましたよ。あの先生はいつも９時前に始めるんですよ。
３．{切る(他)　切れる(自)}

このキーを押すとパソコンのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でんげん),電源)が切れます。電源のボタンを押して切らないください。

４．{EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),開)ける(他)　開く(自、他)}

人がドアの前に立つと、ドアは自動的に開きます。手で開けることはできません。

５．｛出る(自)　出す(他)｝

犬が外に出たがって
いますよ。ちょっとだけ外にだしてやりましょう。
ポイント１他動詞文と自動詞文

Ａ　他動詞の文

林さんが／はタクシーを止めました。

言いたいこと＝リンさんがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へんか),変化)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くわ),加)えたこと

Ｂ　自動詞の文

タクシーが／は止まりました。

言いたいこと＝タクシーのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うご),動)き

問題１－１

例　お皿を並べる。　子どもたちが並ぶ。

1． 手を上げる。　エレベーターが上がる。

2． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いと),糸)を切る。　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よわ),弱)い糸が切れる。
3． 猫を家の中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),入)れる。　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むし),虫)が家にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),入)る。
4． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),火)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),消)す。　火がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),消)える。

5． ドアをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),閉)める。　ドアが閉まる。
6． 荷物を落とす。　荷物が落ちる。

7． 木をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たお),倒)す。　木が倒れる。

8． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たまご),卵)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),割)る。　卵が割れる。

問題１－２　どちらか適当な方を選びなさい

1． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),目)の中に｛ごみを入れた　ごみが入った｝ようです。痛い、痛い

2． A：あ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねつ),熱)があるんですか。少しい顔が赤いですよ。

B：ええ、３８度あります。ずっと｛下げないんです　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),下)がらないんです｝。
3． A：私はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんげつ),先月)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あぶらえ),油絵)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なら),習)っているですよ。

B：いいですね。私も何が｛始めようと　始まろうと｝思っています。
4． ゴミは火曜日と金曜日の朝、｛出して　出て}下さい。

5． 明日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びよういん),美容院)行って、｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),髪)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),毛)を切ります　髪の毛が切れます｝。

6． ちょっとうるさいですから、テレビは｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),消)しましょう　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),消)えましょう｝。

7． 公園の電気は暗いなると自動的に{つけます　つきます}。
8． この漢字、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まちが),間違)い
ですよ。{EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なお),直)して　直って}下さい。

9． さあ、頑張ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はし),走)れ、走れ、走れ。あ、危ない，{止めろう　止まれ}！

１０．外から見られるといやですから、｛カーテンを閉めます　カーテンが閉まります｝。

１１．チケット
を買う人は、一列に{並べて　並んで}ください。

１２．２４時間で{地球をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっかい),一回)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まわ),回)ります　地球が一回回ります}。

１３．本だなの上から{本を落としそうですよ　本が落ちそうですよ}。

１４．お客さまがきますから、｛ビールをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),冷)やします　ビールがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),冷)えます｝。

１５．＜小学校の先生が子どもたちに＞

皆さん、明日は運動会ですね。８時に校庭に｛集めて　集まって｝ください。
ポイント２　「する」と「なる」

「する」と「なる」も他動詞と自動詞のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),対)になり
ます。

	他動詞　人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へんか),変化)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くわ),加)える
	～を～にする
	私はこのケーキを半分にします。

私は部屋をきれいにします。

	
	～を～くする
	私は部屋をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あか),明)るくします。

	自動詞　変化する
	～になる
	ケーキが半分になりました。

部屋がきれいになりました。

	
	～くなる
	部屋が明るくないました。


問題２　どちらか適当な方を選びなさい。

1． おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かあ),母)さん、ぼく、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(から),辛)いカレーがすきだよ。今日のカレー｛辛くてね　辛くなってね｝。
2． A：この壁の色、どうでしょうか。

B:そうですね。もっとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あか),明)るい色に｛したらどうですか　なったらどうですか｝。

3． もう秋ですね。｛木のはを赤くしましたね　木の葉が赤くなりましたね｝。

4． すみません。テレビの音、もっと小さく{して　なって}くださいませんか。

５．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいご),最後)にお酒を少し入れると、この料理はもっとおいしく{しますよ　なりますよ}。

６．わたし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),髪)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みじか),短)く切って、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうこう),流行)の髪のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたち),形)に{して　なって}みたいです。

７．すみません。この１０００円、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こま),細)かく
{して　なって}EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もら),貰)えませんか。
８．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたた),暖)かく｛したら　なったら｝、また、魚を釣り
に行きたいです。

９．このパソコン、高いですね。もっと安く{して　なって}くれませんか。
１０．どんなにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あら),洗)っても、このシャツはきれいに{しません　なりません}。

ポイント３　「～てある」と「～ている」

～てある　――＞あるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくてき),目的)をもってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いし),意志)的にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこな),行)ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうさ),動作)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けっか),結果)がそのまま残っているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうたい),状態)
（他動詞の文が「～てある」のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたち),形)になることが多い。）

例：猫がいつでも入れるように、どあをあけました。
――＞見て下さい。どあがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),開)けてあります。

～ている　――＞目的、意志があったかどうかには関係なく、あるできごとの結果が残っている状態。See 第１０課


（自動詞の文が「～ている」の形になることが多い）

机の上から本がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),落)ちました。　―――＞　あれ、本が落ちていますよ。
問題３　｛　｝の中のどちらかの動詞を使って、「～てあります」のぶんか「～ています」の文を作りなさい。
１．｛入れる　入る（自）｝

あれ、スープに虫が入っていますよ。

２．{開ける　開く(自あく、他ひらく)}

A：寒いですね。窓を閉めましょう。

B：ちょっと待ってください。新しい空気を入れるために開けてあるんです。

３．｛落とす　落ちる｝

こんなところにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいふ),財布)が落ちています。だれのででしょう。
４．｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よご),汚)す　汚れる｝
まあ、どうしたんですか。シャツが汚れていますよ。

５．{EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こわ),壊)す　壊れる}

まあ、このテレビは壊れていますよ。音が出来ません。

６．{止める　止まる(自)}
＜EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんかん),玄関)で＞

学生：こんちらは。先生、お迎えに来ました。家の前に私の車が止めてあります。どうぞお乗り下さい。

７．＜出す　出る＞

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そら),空)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほし),星)がたくさん出ていますね。綺麗ですね。

８．｛並べる　並ぶ｝

映画館の前に人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおぜい),大勢)並んでいます。

９．｛切る(他)　切れる｝

窓のそばの木はみんな切ってあるんです。部屋にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひかり),光)が入るように・・・
１０．{集める　集まる(自)}
もうすぐEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にゅうがくしき),入学式)が始まります。学生たちはもう皆集まっています。

１１．{消す　消える}

A：家の中がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くら),暗)いですね。

B：ええ、電気代が高いので、使わない部屋の電気は消してあるんです。

１２．｛開ける　開く｝

＜電車の中で＞

あれ、鞄が開いていますよ。危ないですよ。

１３．｛始める　始まる｝
９時半ですよ。授業はもう初めていますよ。早く、早く

１４．｛つける　つく｝

まだタバコに火がついていますよ。それをゴミ箱に捨てたら、火事になります。

１５．｛切る　切れる｝

A：今朝の新聞でべトラム
料理の作り方を読みました。使ってみたいなあ。

B：ああ、あのべトラムはちゃんと切ってありますよ。ほら、これでしょう。
問題４　どちらか適当な方を選びなさい。
今日は美味しいクッキーの作り方を紹介しましょう。

まず、オーブンにさとうとバターを用意してください。
そして、よく｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),混)ぜます　混ざります｝。
バターがだんだん
｛溶かして　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),溶)けて｝、やわらかく
{します　なります}。次、ガスに｛火をつけて　火がついて｝、オーブン{をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたた),暖)めます　が暖まります}。

その間に、ボールの中に卵とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こむぎこ),小麦粉)｛を入れて　が入って｝、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜんたい),全体)を大きくゆっくりかきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),混)ぜ
ます。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てっぱん),鉄板)の上に、スプーンでこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざいりょう),材料)を少しずと｛落とします　落ちます｝。

材料がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),固)
すぎたらうまく
｛落としません　落ちません｝から、気をつけてください。

オーブンの中が１８０度ぐらい
に｛したら　なったら｝、この鉄板｛を入れます　が入ります｝。
２０分ぐらいで｛焼きます　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),焼)けます｝から、オーブンから{出して　出で}ください。

紙の上に｛のせて　のって｝、よく｛さまして　さめて｝ください。
最後にきれいな皿の上に｛並べます　並びます｝。

	五段活用動詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	自動詞
	他動詞
	五段活用動詞

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あま),余)る　to remain
	余す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつ),移)る　to move
	移す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くだ),下)る　to get down
	下す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わた),渡)る
	渡す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とお),通)る
	通す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にご),濁)る
	濁す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のこ),残)る
	残す
	

	
	帰る
	帰す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),積)もる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),積)む
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つな),繋)がる
	繋ぐ
	


	五段活用動詞
	自動詞
	他動詞
	下一段活用動詞

	
	立つ
	立てる
	

	
	付く
	付ける
	

	
	進む
	進める
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),寄)る
	寄せる
	

	
	乗る
	乗せる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),上)がる
	上げる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),固)まる
	固める
	

	
	決まる
	決める
	

	
	始まる
	始める
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),掛)かる
	掛ける
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なら),並)ぶ
	並べる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はい),入)る
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),入)れる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),下)がる
	下げる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あつ),集)まる
	集める
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),混)ざる
	混ぜる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたた),暖)まる
	暖める
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),止)まる
	止める
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),開)く
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),開)ける
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),閉)まる
	閉める
	


	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),上)一段活用動詞
	自動詞
	他動詞
	五段活用動詞

	
	起きる
	起こす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),尽)きる　run out
	尽くす
	

	
	落ちる
	落とす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(は),生)える　to grow
	生やす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),冷)える
	冷やす
	

	
	増える
	増やす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひら),開)ける
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),開)く
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(に),逃)げる
	逃がす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),離)れる
	離す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),割)れる
	割る
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),折)れる
	折る
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),現)れる
	現す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),馴)れる
	馴らす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みだ),乱)れる
	乱す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(で),出)る
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),出)す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),溶)ける
	溶かす
	

	
	焼ける
	焼く
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こわ),壊)れる
	壊す
	


書く　――＞書かれる（Ｐａｓｓｉｖｅ）――＞書ける(自動詞)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しも),下)一段活用動詞
	自動詞
	他動詞
	五段活用動詞

	
	書ける
	書く
	

	
	抜ける
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),抜)く
	

	
	話せる
	話す
	

	
	写せる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつ),写)すto duplicate
	

	
	学べる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まな),学)ぶ
	

	
	読める
	読む
	

	
	取れる
	取る
	

	
	売れる
	売る
	

	
	食える
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),食)う
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),切)れる
	切る
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),消)える
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(け),消)す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),閉)める
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),閉)まる
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たお),倒)れる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たお),倒)す
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),割)れる
	割る
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),溶)ける
	溶かす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),冷)める
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),冷)ます
	


飛ぶ――＞飛ばせる（Ｃａｕｓａｔｉｖｅ）――＞飛ばす(他動詞)
	五段活用動詞
	自動詞
	他動詞
	五段活用動詞

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おどろ),驚)く
	驚かす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うご),動)く
	動かす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたら),働)く
	働かす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かがや),輝)く
	輝かす
	

	
	飛ぶ
	飛ばす
	

	
	降る
	降らす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),散)る
	散らす
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),鳴)る
	鳴らす
	


�対 【つい】 (n) (1) pair; couple; set;


�たがる (aux-v,v5r) (See � HYPERLINK "http://ryouko.imsb.nrc.ca/cgi-bin/wwwjdic?1MDJ%A4%BF%A4%A4" �たい�,� HYPERLINK "http://ryouko.imsb.nrc.ca/cgi-bin/wwwjdic?1MDJ%A4%AC%A4%EB" �がる�) wanting to (verb) (not used in the first person, combination of ~tai and ~garu)


� 間違い 【まちがい】 (n) mistake;


�チケット(P); ティケット (n) ticket;


�対になる 【ついになる】 (exp) to form a pair


�細かく 【こまかく】 (adv) minutely; finely;


� 釣り(P); 釣(io) 【つり】 (n) (1) fishing; angling;


�越南 【ベトナム; べとなむ; えつなん】 (n) (uk) Vietnam


� 段々(P); 段段 【だんだん】 (n,adv-to,adv) gradually; by degrees;


� 柔らかい(P); 軟らかい(P) 【やわらかい】 (adj) soft; tender; limp;


� かき交ぜる; 掻き混ぜる; 掻き交ぜる; かき混ぜる 【かきまぜる】 (v1) to mix; to stir; to scramble; to churn


�固 【かたし】固し　Hard


�旨く 【うまく】 (adv) skillfully; well; deliciously; aptly; cleverly


�くらい(P); ぐらい(P) (suf,prt) approximately; about; almost;
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